
No 取組項目 所管課等 実施概要

企画課

　公共施設等総合管理計画等
に基づき、長寿命化・統廃合
等を計画的に進めることで、
財政負担を軽減・平準化させ
るとともに、真に必要な公共
施設等を将来にわたって存続
させ、市民生活の利便性の向
上や魅力と活力あるまちづく
りを推進する。

指標
公共施設（普通会計建物分）
の延床面積

実績：29.09万㎡ 進捗率:-6.43％ 進捗状況:Ｃ

策定時実績 29万㎡

子ども課

　令和4年度に策定した中期計
画に基づき、西部地区に小学
校へのスムーズな移行も考慮
した幼保連携型認定こども園
を設置し、安全・安心の保育
環境の整備を推進する。

指標
保育園整備による延床面積の
削減

実績：0㎡ 進捗率:0％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 0㎡

土木課

　損傷が深刻化してから大規
模な修繕を行う事後保全型か
ら、損傷が軽微なうちに修繕
を行う予防保全型に転換し、
更新の抑制等によるライフサ
イクルコストの縮減及び道路
施設の長寿命化により、安
全・安心な道路環境の整備を
図る。

指標 主要幹線道路の舗装修繕率 実績：43.18％ 進捗率:40.02％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 33.96%

土木課
　ライフサイクルコスト等を
検討し、修繕・更新計画を策
定し施設更新を行います。

指標
公園維持管理事業（コスト削
減）

実績：618万円増加 進捗率:-410％ 進捗状況:Ｃ

策定時実績 120万円削減

Ａ ⇒現時点で目標を達成している。　　　　　　　Ｃ ⇒現時点で目標達成に向けた効果が現れていない。

Ｂ ⇒現時点で目標に向かって進捗している。　　　Ｄ ⇒目標値として定めていない。または、数値としての整理が困難なもの。

＜進捗状況の整理＞

R10目標：300万円削減

4
公園の適切な
維持管理

R10目標：3,266㎡

R10目標：57.00％

R10目標：27.60万㎡

　西部地区にある４園（川岸・夏明・つるみね・成田）を
集約・統合し、川岸小学校校地内に幼保連携型認定こども
園を設置するため、教育委員会と連携しながら、下記のと
おり事業を実施した。
・プロポーザル方式により業者を選定し、基本設計・実施設
　計を行った。
・川岸学園設立準備委員会を設置し、開校・開園に向けて運
　営についてなど検討を行った。
・川岸学園整備の進捗について、子ども・子育て支援審議
　会、地元区、保護者、市議会等への説明を行うとともに、
　ＨＰや川岸学園ＮＥＷＳなどを通じて、広く市民に周知
　した。
・財源確保のため、都市構造再編集中支援事業の申請に向け
　て、庁内調整や県と協議を行った。

　（つるみね保育園閉園に伴う普通財産への移管としては
　　建物面積△955.65㎡）

3
インフラ施設
の適正管理

2

 国の補正予算を活用するなど、財源の確保に努め、主要幹線道路の
舗装修繕事業を計画的に実施した。

計画的舗装修繕事業（交付金）L＝1,044m
計画的舗装修繕事業（緊急自然災害防止対策事業債）L＝3,085m

 第２期公園施設長寿命化計画に基づき以下の工事を実施した。
・小井川宗平寺公園遊具更新工事
・岡谷湖畔公園遊具更新工事
・岡谷湖畔公園遊具修繕工事
・鳥居平やまびこ公園サマーボブスレー搬器更新工事
・鳥居平やまびこ公園センターハウスエレベーター修繕工事

R7.7.14　岡谷市行政改革審議会　資料②

重点項目１　合理的で質の高い行政運営の実現
推進項目１　ファシリティマネジメントの推進

1

公共施設等総
合管理計画及
び公共施設個
別施設計画の
推進

〔面積減〕
○イルフプラザ出張所　△16.00㎡（廃止）
○川岸水防庫　　　　　△19.87㎡（除却）
○屋内ゲートボール場　△399.23㎡（除却）
○高尾市営住宅　　　　△129.87㎡（除却）

〔面積増〕
○生涯学習館　　　　　16.00㎡
（イルフプラザ出張所廃止に伴う増）

面積増減差し引き　△548.97㎡
R6年度末延床面積　290,953.15㎡

保育園整備計
画の推進

　取組内容

令和６年度 取組項目の実績
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No 実施項目 所管課等 実施概要

教育総務
課

　岡谷市魅力と活力ある学校
づくり推進プラン「ハード整
備版」に基づき、学校施設等
の方向性を検討、決定し、施
設更新する。

指標
小中学校の長寿命化大規模改
修

実績：0箇所 進捗率:0％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 0箇所

総務課

　岡谷市役所イルフプラザ出
張所を継続設置し、市民サー
ビスの維持に努めるととも
に、令和６年度末の岡谷市役
所イルフプラザ出張所の廃止
に向けての検討を行う。

指標
イルフプラザ出張所会計年度
任用職員人件費

実績：2,744千円 進捗率:-9.76％ 進捗状況:Ｃ

策定時実績 2,500千円

No 実施項目 所管課等 実施概要

企画課

　基幹業務システムについ
て、住民サービスの向上と行
政の効率化を図るため、ガバ
メントクラウド上に構築され
た標準化基準に適合した基幹
業務システムへ移行する。

指標
標準化対象事務に関する情報
システムの運用経費

実績：60,088千円 進捗率:-72.74％ 進捗状況:Ｃ

策定時実績 49,325千円

企画課

　マイナポータルからマイナ
ンバーカードを用いて行う、
子育て関係や介護関係などの
27手続きの利用促進を図る。

指標
手続総件数に占めるオンライ
ン数の割合

実績：45.38％ 進捗率:6.43％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 43.00%

企画課

　現金授受がある窓口業務に
キャッシュレス決済を導入
し、多様化する決済ニーズに
対応するとともに、窓口業務
の省力化と効率化を図る。

指標
支払い手続きにおけるキャッ
シュレス決済の割合

実績：38.46％ 進捗率:76.92％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 0.00%

7
情報システム
の標準化・共
通化

8
行政手続きの
オンライン化
の推進

9
キャッシュレ
ス決済の導入

5

岡谷市魅力と
活力のある学
校づくり推進
プラン（ハー
ド整備版）の
推進

R10目標：34,528千円（国の方針によりH30年度比3割削減）

R10目標：1箇所

R10目標：0千円

　岡谷市役所イルフプラザ出張所について、取扱状況、マイナンバー
カードの普及状況等の検討を行い、令和６年度を以って廃止とした。

　マイナンバーカード普及率　令和4年度　67.7％
　　　　　　　　　　　　　　令和5年度　77.8％
　　　　　　　　　　　　　　令和6年度　87.0％

R10目標：80.00％

R10目標：50.00％

取組内容

　取組内容

・公共施設５施設において、窓口にステッカーを設置し、
　QRコードを読み取ることにより、キャッシュレス決済
（PayPay、au PAY、d払い）にて支払うことができる仕組
　みとなっている。
・現金納付とキャッシュレス決済による納付があるため、
　職員によるレジ締め事務については、多少の負担感が
　生じている。

・国の「自治体ＤＸ推進計画」に基づく、「情報システムの標準化・
共通化」に向けて協議・検討を行うとともに、各業務における「Ｆｉ
ｔ＆Ｇａｐ分析（標準仕様との比較分析）」の進捗状況の管理を行っ
た。
・諏訪地域行政情報化推進委員会、システム管理担当者会等において
「情報システムの標準化・共通化」に関するシステム構成やスケ
ジュールなど、協議・検討を行った。

・ホームページ上に「電子申請が可能な手続等一覧」を
　作成し、岡谷市ＬＩＮＥ公式アカウントなどにより周
　知を図った。
・関係課窓口において、オンライン申請に関する周知を
　図った。
・出前講座のメニューとして、「オンラインでできる行政
　手続き」を新たに追加した。

　川岸小学校の大規模改修工事に向けて、基本設計及び実施設計を実
施した。

重点項目１　合理的で質の高い行政運営の実現
推進項目２　シゴトノシカタの見直し（ＤＸの推進）

6

岡谷市役所イ
ルフプラザ出
張所業務の見
直し
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No 実施項目 所管課等 実施概要

企画課
全庁

　ＡＩ・ＲＰＡや生成ＡＩな
どのデジタルツールを活用
し、業務の効率化と職員の業
務負担軽減を図る。

指標
会議録等作成支援システムの
利用による業務時間の削減率

実績：38.50％ 進捗率:-40.38％ 進捗状況:Ｃ

策定時実績 49.00%

企画課

　会議等のペーパーレス化を
推進することにより、業務の
効率化やコスト削減に努め、
行政サービスの向上を図る。

指標
再生紙の購入枚数
（令和４年度実績比１０％以
上の削減）

実績：5,840,183枚 進捗率:-163.36％ 進捗状況:Ｃ

策定時実績 5,019,425枚

市民生活
課

　自治体ＤＸの推進を図るた
め、その鍵となるマイナン
バーカードの交付率向上及
び、継続的な利用を可能とす
るための窓口の充実を図る。

指標 マイナンバーカードの交付率 実績：87.0％ 進捗率:86.55％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 67.70%

No 実施項目 所管課等 実施概要

企画課

　ＰＰＰ/ＰＦＩ方式などの公
民連携手法を導入することに
より、民間の資金やノウハウ
を活用し、公共施設の更新等
の効率化、市民サービスの向
上、財政負担軽減などを図
る。

指標 指定管理者制度の新規導入 実績：0件 進捗率:0％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 0件

全庁

　業務量の増加等に対し、職
員配置や人材確保が課題であ
ることから、外部委託等によ
り業務効率化と人的資源の有
効活用を図る。

指標 業務委託件数 実績：0件 進捗率:0％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 0件

10

デジタルツー
ルの活用によ
る業務効率化
の推進

公民連携手法
の活用

14
外部委託等に
よる業務効率
化の推進

・議事録作成に伴う業務効率化の向上を図るため、職員に
　対して会議録等作成支援システムの利用について周知
　した。

・【実績】利用回数44回　5年度利用回数65回（△21回）
●効果
　総会議時間　117時間
　システム無し作成時間（想定） 528時間　・・・①
　システム利用作成時間　　　　 325時間　・・・②
　削減時間　①－②　＝　　　　 203時間（38.5％削減）

・チャットツールや生成ＡＩの活用、チャットボットの導入
　など、令和７年度から新たにＤＸ推進に取り組んでいく。

・ペーパーレス化や電子決裁及び電子文書管理など、令和７年度から
新たにＤＸ推進に取り組んでいく。

①介護施設等に対して、出張申請窓口実施の周知通知を送付
　した。
②市内2施設について、訪問して実施に向けた説明・打合せを
　実施。
③個人宅への出張申請サポートについては、要望がなく実施
　なし。
④令和6年9月より12月まで、休日窓口を計4回実施してカード
　交付122件、マイナ保険証などへの移行サポート等を合わせ
　ると、合計237件の手続きを行った。
⑤「マイナ保険証一本化」の周知を図るため、パンフレット
　を２度作成して全戸配布を実施した。

R10目標：75.00％

岡谷市公共施設等総合管理計画では、国指針に基づきPPP/PFIの手法
を明記し、民間活力の導入を織り込んだ計画として推進した。
　国や他の自治体等の取組状況などの情報収集により、公共施設整備
の他、様々な公共サービスの提供に際して導入検討を継続した。

指定管理者制度の導入検討
　・美術考古館について、制度導入に向けた検討を行った。

各課等において、業務の洗い出しや情報収集を行い、委託可能な業務
について検討した。

R10目標：4,517,000枚

取組内容

R10目標：90.00％

R10目標：2件（累計）

R10目標：5件（累計）

取組内容

ペーパーレス
化の推進

12

マイナンバー
カードの普
及・継続利用
支援

13

重点項目１　合理的で質の高い行政運営の実現
推進項目３　効果的なアウトソーシングの推進

11
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No 実施項目 所管課等 実施概要

地域創生
推進課

　本市の特色あるまちづくり
に関心を寄せていただくた
め、魅力ある返礼品の拡充に
努めるとともに、ふるさと納
税サイトの活用や効果的なＰ
Ｒを行う。
また、ふるさと寄附金業務を
委託した事業者の知識や経験
を活かし、寄附額の増額図る
とともに、更なる業務の推進
に努める。

指標 ふるさと納税による寄附金額 実績：167,596千円 進捗率:44.64％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 60,834千円

財政課

　未利用地（普通財産）の積
極的な売却や、処分が困難な
土地については貸付等を行
い、歳入の確保及び維持管理
経費の削減を図る。

指標
不動産売払収入、普通財産貸付
収入の額

実績：7,806千円（R4年度
比△6,882千円）

進捗率:-585.70％ 進捗状況:Ｃ

策定時実績 14,689千円

財政課

　行政サービスに対する公益
性・公平性の確保と、新たな
発想による、歳入の確保に努
める。

指標 使用料・手数料の見直し 実績：174件 － 進捗状況:Ａ

策定時実績 132件

税務課

負担の公平性の確保と自主財
源の確保の観点から、現年納
付の履行環境の整備と効果的
な滞納整理を行う。

指標 市税の現年収納率 実績：99.02％ 進捗率:-245.45％ 進捗状況:Ｃ

策定時実績 99.29%

15

16
未利用地の売
却等の推進

市税等収納率
の維持・向上

使用料・手数
料等の見直し

18-1

R10目標：300,000千円

取組内容

・土地売却の実施　14件　土地払下面積　2,159.06㎡

　3年に一度見直しを実施している使用料・手数料については、経済
物価情勢の変化や本市の財政状況などを考慮し、適正な料金が設定さ
れているのか現状の検証を行い、受益と負担の適正化や公平性の確保
を図るとともに、今後も必要な市民サービスを安定して提供していく
ために、一斉見直しを実施した。

令和６年度　市税の現年収納率：99.02％
・スマートフォンアプリでバーコードやＱＲコード(R5から)
  を利用した収納の実施
　（市　税）　ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 　 619件　 8,930千円
             ＱＲｺｰﾄﾞ　3,069件　45,350千円
　（国保税）　ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ    169件　 1,900千円
             ＱＲｺｰﾄﾞ　  681件　 9,790千円

・納税相談
・滞納処分（債権差押による換価等）
・滞納整理強化月間（5月・12月）
・納税困難者への担税能力の把握に努め、税法に基づいた
　徴収猶予等の対応
・課税担当との連携による、滞納初期段階での一斉電話催告
・国税局ＯＢ職員を徴収指導員として採用し、滞納処分強化
　のための研修や指導
・市報、ホームページ、租税教室による納税啓発

R10目標：全件

R10目標：R4年度比1,175千円の増（累計）

R10目標：99.40%

・民間委託による業務効率化
・新規返礼品の開拓
・ワンストップ特例制度のオンライン受付開始
・委託業者による広告運用
・パンフレットの更新
・寄附管理システムの変更

ふるさと寄附
金（ふるさと
納税）の促進

重点項目２　持続可能な財政基盤の構築
推進項目１　徹底した歳入確保

17
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No 実施項目 所管課等 実施概要

子ども課

負担の公平性の確保と自主財
源の確保の観点から、現年納
付の履行環境の整備と効果的
な滞納整理を行う。

指標 保育料の現年収納率 実績：100％ 進捗率:300.00％ 進捗状況:Ａ

策定時実績 99.85%

都市計画
課

負担の公平性の確保と自主財
源の確保の観点から、現年納
付の履行環境の整備と効果的
な滞納整理を行う。

指標 住宅使用料の現年収納率 実績：95.22％ 進捗率:-264.56％ 進捗状況:Ｃ

策定時実績 97.31%

教育総務
課

負担の公平性の確保と自主財
源の確保の観点から、現年納
付の履行環境の整備と効果的
な滞納整理を行います。

指標 学童クラブの現年収納率 実績：99.70％ 進捗率:92.50％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 98.22%

工業振興
課

　企業訪問、関係機関との連
携により、未利用地の把握と
適正利用を推進するととも
に、商工業振興条例補助金等
の支援による産業の活性化に
より税収確保につなげる。

指標
工業系未利用地の活用による
面積

実績：12,353.08㎡ 進捗率:49.41％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 7,484.41㎡

20-1

20-2

20-3

20-4

20-5

20-6

全庁

（指標）

市施設等への有料広告の掲示に
ついては、さらに拡大し実施しま

す。

（広告掲載による歳入確保）

R10目標：98.10%

R10目標：99.82%

18-3

18-4

19
工業系未利用
地の活用

　電話や訪問による定期的な催告のほか、滞納整理集中期間の設定や
支払いが複数件となった場合の児童手当からの引き落としの勧奨な
ど、現年での収納に努めた。

①企業訪問による情報収集（用地取得希望等）
②金融機関等の関係機関との定期的な情報交換
③現地調査
④未利用地（工業用地）利用に伴う支援（補助金交付等）
　⇒岡谷市商工業振興条例補助金、企業立地支援補助、創業
　　のまち岡谷実現事業補助金による支援
⑤地域経済牽引事業を実施する事業者に対する各種施策を受
　けるためのサポート及び関係機関への橋渡し等の支援

市税等収納率
の維持・向上

18-2

R10目標：99.90%

取組内容

(社会福祉課)
【館内への広告掲載】
実績　28,800円
R10目標：72,000円

①滞納者への催告と徴収
　・児童の登降園時に保護者と直接面談しながら、滞納分の
　　催告と徴収を行った。
②窓口による随時の納入相談
　・納入が困難な保護者からの相談を受け付け、納入可能な
　　計画を立てた。
　・税務課等、他の公金収納部署と連携を図り、滞納者の情
　　報整理を行った。
③児童手当からの徴収制度の活用
　・申し出により、児童手当からの徴収を行った。

市営住宅管理受託者（長野県住宅供給公社）に公金収納事務委託を実
施し、収納率向上に取り組んだ。
・早期対応による新たな滞納発生防止
・滞納初期段階において、誓約書の提出及び履行がない者は
　口頭及び通知により指導した。
・長期滞納者の生活状況を調査して、納付相談を実施し誓約
　書の提出を指導した。

広告事業の推
進

(企画課)
【ホームページ等への広告掲載】
実績：273,200円
R10目標：308,000円

(総務課)
【市案内表示板及びごみ箱への広告掲載】
実績：246,842円
R10目標：246,842円

(財政課)
【公用車両への広告掲載】
実績：450,000円
R10目標：504,000円

(税務課)
【市税等納税通知書送付用封筒への広告掲載】
実績：140,000円
R10目標：140,000円

R10目標：25,000.00㎡（累計）

(環境課)
【家庭ごみ収集カレンダー、指定ごみ袋紙帯への広告掲載】
実績：450,000円
R10目標：550,000円
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No 実施項目 所管課等 実施概要

20-7

20-8

20-9

20-10

20-11

20-12

20-13

20-14

20-15

No 実施項目 所管課等 実施概要

財政課

　市債残高の増加は後年度へ
の公債費負担の増につながる
ものの、市債の持つ世代間の
負担平準化の性質もあること
から、新年度当初予算編成等
において、市債を活用する事
業の重要度や緊急性のほか、
事業効果等を十分に検証する
とともに、必要な投資的事業
を計画的に実施するなど、市
債借入額の適正化を進め、元
金償還額を上限に借入額を抑
制する。

指標 市債残高 実績：211.5億円 進捗率:140.46％ 進捗状況:Ａ

策定時実績 223.65億円

財政課

　３年期限付きサンセット方
式の徹底などにより補助金等
による効果を検証するほか、
関係団体の活動状況等を確認
するなど、より良い助成制度
への見直しを進める。

指標 補助金・負担金の見直し 実績：2件 － 進捗状況:Ｄ

策定時実績 485件

広告事業の推
進

全庁

（指標）

市施設等への有料広告の掲示に
ついては、さらに拡大し実施しま

す。

（広告掲載による歳入確保）

21
市債借入にお
けるキャップ
制

22
補助金・負担
金の見直し

　令和７年度予算編成にあたり、補助金等の適正化や有効性等を検証
するとともに、助成団体の活動内容や財務状況等を確認するなど、補
助金等の効率的・効果的な運用と抑制に努めた。また、令和７年度に
「補助金・負担金の見直し」を実施するため、見直し方針や手法など
の検討を行った。

2件（３年期限付きサンセット方式などにより補助金交付要綱廃止件
数）※ その他、予算編成に合わせ補助金等の見直し・確認を実施

(商業観光課)
【シルキーバス運行車両及びバス停留場への広告掲載】
実績　354,000円
R10目標：462,000円

(会計課)
【庁内共通封筒への広告掲載】
実績：105,000円
R10目標：140,000円

(図書館)
【館内への広告掲載】
実績:328,000円
R10目標：420,000円

(スポーツ振興課)
【スポーツ施設内壁及び玄関マットへの広告掲載】
実績：125,000円
R10目標：120,000円

(生涯学習課)
【市内封筒への広告掲載】
実績：10,000円
R10目標：10,000円

R10目標：215億円

R10目標：全件

(介護福祉課)
【介護保険なんでも読本への広告掲載】
実績：560,000円
R10目標：560,000円

(子ども課）
【子育て施設等への広告物備置】
実績：31,000円
R10目標：60,000円

(健康推進課）
【健診日程表、検診用封筒への広告掲載】
実績　281,200円
R10目標：370,000円

取組内容

(工業振興課)
【テクノプラザおかやホームページのバナー広告】
実績　120,000円
R10目標：190,000円

重点項目２　持続可能な財政基盤の構築
推進項目２　歳出削減への不断の取組

取組内容

　借換債を除く元金償還額は 1,823,075千円に対し、借入額は
1,239,744千円で、令和６年度元金償還額の範囲内での借入となり、
キャップ制を達成できた。
　また、交付税算入のない市債について借入（169,900千円）を行わ
ないなど、市債残高の抑制に努めた。
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No 実施項目 所管課等 実施概要

土木課

公共土木施設工事の財源確保
が困難になってきている中、
設計時における工法の見直し
及び最新技術等の導入によ
り、箇所毎の工事費縮減を推
進し、限られた予算の中で、
より多くの箇所の工事を実施
する。

指標 公共工事コストの縮減 実績：3,450万円 進捗率:69.00％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 440万円

No 実施項目 所管課等 実施概要

総務課

　地球温暖化対策の推進に関
する法律第２１条第１項に定
める法定の計画として、全職
員が共通認識のもと、本市の
事務・事業から排出される温
室効果ガスの排出抑制など環
境への負荷を低減するための
取組を行い、地球温暖化対策
の推進を図ることを目的とす
る。

指標 温室効果ガス削減目標の実現
実績：令和元年度比75.4％
削減
（3,587.6ｔ—CO2削減）

進捗率:3,968％ 進捗状況:Ａ

策定時実績 R元年度比2.5％

財政課

　環境負荷の少ないＥＶを積
極的に活用することにより、
地球温暖化防止対策を推進す
るとともに、燃料費等の維持
管理経費の削減を図る。

指標 走行距離に伴う削減燃料
実績：1,795ℓ（令和5年度
比25％増）

進捗率:170.16％ 進捗状況:Ａ

策定時実績 1,430ℓ

財政課

　片道２㌔未満の市内出張
は、電動アシスト付自転車・
バイク等の使用を原則とし、
また、可能な限り目的に沿っ
た配車を行い、公用車両の効
率的な運用に努める。

指標 走行距離に伴う削減燃料 実績：270ℓ 進捗率:14.21％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 386ℓ

環境課

国、県は公共施設のZEB化、再
生可能エネルギーの導入を進
めており、市町村等において
も同様の動きが加速してい
る。このような状況から、本
市においても効率的に施設の
再生可能エネルギー導入を進
めていく必要があるため、国
庫補助金を活用して調査を実
施するとともに公共施設への
導入により環境負荷の軽減と
経費節減を図る。

指標
公共施設への再生可能エネル
ギー機器導入に伴う二酸化炭
素排出削減量

実績：実績値なし － 進捗状況:Ｄ

策定時実績 0t-CO2

次に掲げる施策に対し、毎月の取組テーマを掲げ、環境保全の取組へ
の意識啓発を行い岡谷市役所環境保全の率先実行計画Ⅵを推進した。
施策１　省エネルギーの推進
施策２　省資源・ごみの減量化
施策３　環境に配慮した公共施設等の整備の推進
施策４　グリーン購入の推進
施策５　環境保全に対する組織・職員の意識向上

　車両配車時に行き先や使用時間等を確認し、優先的にＥＶを配車す
る。

　削減燃料　令和6年度　1,795ℓ（対前年度比+365ℓ）
　　　　　　令和5年度　1,430ℓ

取組内容

片道２キロ未満の市内業務は、電動アシスト付自転車・バイク等の使
用を促し、庁内通知を行うなど職員の意識改革を図った。

バイク
〇走行距離2,239㎞　〇1回の平均利用距離7.1㎞/回
アシスト付き自転車
〇総走行距離1,623㎞　〇削減CO2 約287㎏
〇1回の平均利用距離1.9㎞/回

岡谷市再生可能エネルギーポテンシャル調査の結果等に基づき、市庁
舎をはじめとした公共施設への太陽光発電システム導入検討を行っ
た。
検討に際しては、所管部署との調整を行うだけでなく、市内PPA事業
者からも助言を頂き、施設への過重負荷なども含めた設置の可能性を
検証した。

R10目標：5,000万円（累計）

R10目標：R元年度比1.9％（令和7年度目標値）
（率先実行計画Ⅶの策定した際、R10の目標数値を設定。）

R10目標：R5年度比15％増（1,644.5ℓ）

R10目標：1,900ℓ（累計）

重点項目２　持続可能な財政基盤の構築
推進項目３　脱炭素社会の推進による経費節減

公共施設への
再生可能エネ
ルギー設備導
入促進

25

　取組内容

23
公共工事コス
ト縮減行動計
画の推進

24

岡谷市役所環
境保全の率先
実行計画Ⅵの
推進

　路上路盤再生工法等の新技術を採用することにより、舗装構成にお
ける路盤厚を減ずることが可能となるため、掘削量及び材料費が抑え
られ、工事費の縮減が図られる。

5号線（駅裏通り線）
　舗装舗装維持工事　A＝3,795㎡
12号線（小井川東町線）
　舗装維持工事　A＝2,083㎡
12号線（小井川東町線）
　舗装維持(その2)　A＝1,020㎡　　　縮減額5,000円/㎡

ＥＶの効果的
な運用

R10目標：調査に基づく策定計画による
（R6年度以降策定予定）

26
公用車両の効
率的な運用

27
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No 実施項目 所管課等 実施概要

企画課

　施策・事業の継続的な見直
しを通じて、事務事業の効率
化と持続可能な行財政運営の
確立を図る。

指標 事務事業の見直し件数 実績：6件 進捗率:12.00％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 16件

企画課

　行政評価による「職員の意
識改革、政策形成能力の向
上」「事務事業執行の改革改
善」「重要性の低い事業の休
廃止、事業の優先順位付け」
により効果的な企画立案及び
実施に反映させる。

指標 施策の進捗状況 実績：61.9％ 進捗率:61.9％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 58.30%

No 実施項目 所管課等 実施概要

総務課

　平成31年3月に改訂した「岡
谷市職員人材育成基本方針」
に基づき、計画的な職員研修
の実施により、職員一人ひと
りの持つ可能性や能力を最大
限に引き出すことができる人
材育成を推進する。

指標
研修受講者の評価（内容・講
師・活用度）

実績：4.45点 進捗率:16.67％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 4.44点

総務課

　職員提案制度の適切な運用
により、職員の意欲と満足度
の向上及び組織全体の効率と
生産性の改善を図る。また、
職員間のコミュニケーション
と協力により、組織の問題解
決能力の向上を図る。

指標 採用提案に対しての実施率 実績：57.00％ 進捗率:-76.92％ 進捗状況:Ｃ

策定時実績 67.00%

総務課

　人事評価制度の活用によ
り、職員の人事評価と職務能
力を公正、公平かつ的確に評
価し、職員が自らが能力を向
上させながら意欲を持って業
務に取り組むための意識改革
や、効果的に人材育成を推進
する。

指標
階層別研修によるOJT研修の実
施

実績：3回 進捗率:100％ 進捗状況:Ａ

策定時実績 2回

32
人事評価制度
の活用

　岡谷市職員人材育成基本方針と人事評価の連動した制度と
して、面談を中心とした人材育成ツールとして運用したほか、
各種マニュアルの修正や人事評価制度に関する研修を行った。

　各課１個以上の提案を促進し、採用提案の実施に向けての支援を
行った。
採用提案が予算に反映できるよう、予算編成前に審査委員会を開催し
ている。

R10目標：50件（累計）

R10目標：100.00％

R10目標：4.50点

30

29
行政評価によ
る効果的な事
務事業の推進

28

R10目標：3回

取組内容

　令和７年度から９年度までの実施計画策定に合わせて、施策及び事
業の選択と集中を進め、市民サービスのさらなる向上と安定した行財
政運営の推進を図った。
・根幹計画の策定（投資的事業10か年計画）
　今後10年間で必要となる財源を把握するため、根幹計画を策定し
た。
・予算編成及び実施計画の策定
　投資的事業等について、限られた財源を効果的に配分することを念
頭に置き、予算編成及び令和７年度から９年度までの実施計画を策定
した。
　事業見直しによる縮減額　8,396千円

○施策評価の実施
・令和６年度目的体系図の照会、作成
・施策管理シートによる施策評価の実施
○職員の意識改革、事務事業執行の改革・改善を目的に
　令和5年度に実施した事業を対象に、行政評価を実施した。
　・施策評価実施件数：31件
　・事務事業評価実施件数：315件
　　内訳＝新規　2件
　　　　　完了 10件

　取組内容

　策定した令和６年研修計画に基づき、研修を実施した。実施にあ
たっては、オンライン形式での研修を積極的に取り入れることで、受
講職員の研修会場への移動などの負担軽減や経費節減に努め、人材育
成の推進を図った。

重点項目２　持続可能な財政基盤の構築
推進項目４　事業の選択と集中

重点項目３　市民ニーズに応える人づくり
推進項目１　質の高い人材育成と意識改革

施策・事業の
効率的推進

R10目標：80.00％

職員研修の充
実

31
職員提案制度
の充実
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No 実施項目 所管課等 実施概要

総務課

　あらゆる機会を通じて、岡
谷市の特色ある魅力と、そこ
で働く職員がやりがいと生き
がいの両立による充実したラ
イフワーク等の発信により、
岡谷市で働くことを選択肢の
一つとしてもらい、市民ニー
ズに応えることができる安定
した組織体制の構築を図る。

指標 正規職員採用充足率 実績：87.50％ 進捗率:33.33％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 81.25%

総務課

　職種や勤務時間、人数等の
各部署が求める人材を把握
し、専門人材のほか、勤務時
間や任用期間などの柔軟な働
き方等の周知により効果的な
人材確保を図ります。

指標
会計年度任用職員採用計画充
足率

実績：98.96％ 進捗率:58.40％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 97.50%

総務課

　特定事業主行動計画Ⅳに基
づき、管理監督者をはじめと
する職員全体の意識及び職場
風土の改革を行う。

指標 年次休暇取得日数 実績：8.6日 進捗率:44.0％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 7.50日

地域創生
推進課

　限られた職員体制の中で、
多様化・複雑化・高度化する
市民ニーズに応えるため、地
域おこし協力隊を積極的かつ
計画的に採用し職場環境の整
備に努める。

指標 地域おこし協力隊受入数 実績：0人 進捗率:0.0％ 進捗状況:Ｂ

策定時実績 2人

36
地域おこし協
力隊の活用

R10目標：100.00％

R10目標：100.0％

R10目標：10.00日

R10目標：5人（累計）

33
時代に即した
採用手法の推
進

34

多様な市民
ニーズに応え
る効果的な人
材確保

35
ワークライフ
バランスの推
進

　取組内容

重点項目３　市民ニーズに応える人づくり
推進項目２　計画的な人材確保

　国、県、他市町村のほか、民間企業の採用試験の状況、求職者の動
向把握に努めながら、分かりやすいパンフレットやホームページの作
成等によるＰＲのほか、学生のための就職情報サイト「マイナビ
2025」に利用登録するなど、首都圏の学生並びに第２新卒も含め採用
受験者の確保を図った。

　各課等のヒアリングを実施し、新年度に向けて職員配置の適正化を
図るほか、制度運用における課題の検討や必要な対策を行い、適正配
置等の推進を図った。
　定年延長に伴う６０歳超の正規職員及びＯＢ職員の職員配置に合わ
せ、会計年度任用職員の適正配置に努めた。

　ＯＪＴ等を通じて職員の意識改革等を行う中で、休暇の取得を促進
する特定事業主行動計画の取組みの周知を行ったとともに、引き続
き、ノー残業デーや庁舎ライトダウンデーの有効活用、振替休暇等の
取得などにより時間外勤務縮減の意識啓発を図るなど、ワーク・ライ
フ・バランスを推進した。
　このほか、時間外勤務の制限の対象を小学校就学前の子を養育する
職員に拡大したほか、介護離職防止のための仕事と介護の両立支援制
度の強化等の措置などの改正を行った。

・募集チラシの作成
・3大都市圏などで行われるイベント等で募集に向けてPR
・地域おこし協力隊に関する課題整理
・取り組みの検証
・次期採用に向けて庁内調整
・市民と隊員が交流する機会を創出
・庁内における地域おこし協力隊制度の普及のため、隊員に
　よる報告会を開催
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No 実施項目 所管課等 実施概要

企画課

　第５次岡谷市総合計画の着
実な推進と、社会経済情勢や
行政需要に対応した効果的、
効率的な組織体制の構築を図
る。

指標
柔軟かつ機動的な組織編成の
実施

実績：7部27課65担当 － 進捗状況:Ｄ

策定時実績 7部26課64担当

企画課

　多様化する市民ニーズへの
対応や各種施策などの動向や
国の方針などを考慮し、柔軟
な対応に努めながら、厳しい
財政状況を踏まえ、歳出抑制
の観点から事務事業の統廃合
や業務の効率化を進め、職員
数の適正化を推進する。

指標
第８次岡谷市定員適正化計画
に掲げる職員定数（一般会計
等）

実績：417人 進捗率:-75.0％ 進捗状況:Ｃ

策定時実績 414人

企画課

　正規職員によらない補助
的、臨時的業務等について、
会計年度任用職員制度の活用
することで、業務執行におけ
る効果的、効率的な職員配置
を図る。

指標 会計年度任用職員の適正配置 実績：700人 － 進捗状況:Ｄ

策定時実績 715人 R10目標：適正配置

37
効果的な組織
づくりの推進

38
定員適正化計
画の推進

39
会計年度任用
職員の適正配
置

(企画課)
○令和６年度会計年度任用職員配置状況　全体：706人
（令和５年度：741人　対前年度：△35人）
１一般会計、特別会計等（前年当初予算比）
・嘱託職員相当124人　令和5年度126人（△2人）
・臨時職員相当414人　令和5年度425人（△11人）
・日々雇用相当162人　令和5年度184人（△22人）
２公営企業会計（水道事業、下水道事業会計）
・嘱託職員相当3人　令和5年度3人（±0人）
・臨時職員相当3人　令和5年度3人（±0人）
・日々雇用相当0人　令和5年度0人（±0人）
○令和７年度の定員適正化に向けた取組
　組織・職員数ヒアリングを各課等を対象に実施し、課題把握すると
ともに、解決策と合わせ適正配置を行う。

R10目標：

R10目標：410人（R10.4.1）

　取組内容

●組織体制
　令和6年度：市長部局　6部23課56担当
　　　　　　 教育委員会　1部4課9担当
　
　・地域創生推進課「まち・ひと・しごと創生推進担当」を
   「地域創生担当」に改名。
  ・重層的支援体制整備として、地域住民の支援ニーズに対
    応するため「社会福祉課」の体制を強化。
　・子ども課内に「こども家庭センター（まゆっこベース
    おかや）」を設置。
　・「新型コロナウイルス感染症対策室」を廃止。
 〔教育部へ課等の新設〕
　・教育部の「川岸学園設立準備室」「川岸学園設立準備
    担当」を「川岸学園整備室」「川岸学園整備担当」に
　　改称。
　・教育機関として「岡谷市史編さん準備室」を「岡谷市
　　史編さん室」に改称。
　・スポーツ振興課内に「国民スポーツ大会準備担当」を
　　設置。

●ヒアリング
　令和7年度に向けた組織職員数は、各課等とのヒアリング
　を行いながら組織機構の適正化に向けた協議を行った。

第8次定員適正化計画の推進を踏まえ、組織・定数ヒアリ
ング等を通じて、各課等の事務量や課題等を把握し、定
員の適正化を図った。

●令和6年度職員数
　一般会計・特別会計：417人　対令和5年度：414人
　増減：+3人
　公営企業会計：25人　対令和5年度:25人
　増減:±0人
●令和7年度の定員適正化に向けた取組
　令和7年度に向けた組織職員数は、各課等とのヒアリ
　ングを行いながら、組織機構の適正化に向けた協議を
　行った。

重点項目３　市民ニーズに応える人づくり
推進項目３　柔軟かつ機動的な組織づくり

- 10  -


